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１．研究の背景・目的

【研究の目的】
・身の回りにある繊維や樹脂等の環境への影響について
しらべ、持続可能な社会へ向けてどのように活用するべ
きか知る。

【研究の動機】
・最近よく聞くマイクロプラスチックは環境にどのような影
響を与えているのか気になったから。
【関連するSDGs:13気候変動に具体的な対策を
・14海の豊かさを守ろう】

２．研究方法

【研究の手段（調査）】
・高分子について調べ、環境への影響について考える。
【研究の手段（実験）】
①アジピン酸ジクロリドのヘキサン溶液とヘキサメチレン
ジアミンの水酸化ナトリウム水溶液との反応により 6.6ナ
イロンを合成する。

②それぞれの溶液の濃度
を変化させたり、ガラス
棒で巻く速さを変化させる。
（フェノールフタレイン溶液を
入れたときの反応を調べる）
③出来上がる6.6ナイロン
の性質を調べる。

３．結果（調査、実験）
⭐ポリアミドは分解されるのか

→自然環境に排出されると長期間分解されない !!!
＊ナイロンは100年後までは完全に分解されない

⭐ポリアミドはリサイクルしやすい!!
⭐マイクロプラスチックに分解されたポリアミド（プラ
スチック）を摂取した海洋生物を人間が食べること
で、人間の体に悪影響が及ぶことがある！

⭐ポリアミドは製造するときにCO2を多く排出するの
か
→CO2の300倍の温室効果ガスである亜酸化窒素
が発生する。
＊亜酸化窒素生産量1トンあたりCO2換算排出量
3.66トン⇔プラスチックを製造するときの二酸化炭素
の排出量１億8000万～２億1300万トン
ポリアミドの二酸化炭素排出量は少ない！

４．考察
・ポリアミドは製造する段階で温室効果ガスを出すが平均より少

ない量である。

◎うまく処理しないと、環境や人体に悪影響であるのではないか

・薄い・薄い・フェノールフタレイン溶液が伸びた。

◎この組み合わせで作ったポリアミドは劣化に強く長く使い続け

られるのではないか

５．結論　

ポリアミドは製造する段階で温室効果ガスを出すが平

均より少ない。またリサイクルがしやすいなど良い点

もあるが生分解性が低いことで廃棄後に環境に悪影響

を与えることがあるので廃棄の仕方を工夫するべきで

あると分かった。また劣化に強いポリアミドは長く使

い続けられ環境への影響を最小限に抑えることができ

るため、持続可能な社会へ向けて今後求めらてくるの

ではないかと考えた。
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https://material-properties.org/ja/%e3%83%9d%e3%83%aa%e3%82%a2%e3%83%9f%e3%83%89/#:~:text=%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%9F%E3%83%89%E3%81%AF%E7%94%9F%E5%88%86,%E5%88%86%E8%A7%A3%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%9B%E3%82%93%E3%80%82
https://www.sunfengtex.com/ja/blog/Is-Nylon-Fabric-Biodegradable-And-Eco-Friendly
https://shiftc.jp/2024/02/19/how-sustainable-is-nylon/

